
COVID-19
非挿管患者腹臥位療法プロトコール

Ver 1(2020.8.20)

酸素投与必要

辛いときに自ら
ナースコールが押せる

自ら体を
動かして除圧できる

PaCO2≧55cmH2O
呼吸補助筋を使用した努力呼吸

呼吸数 ≧ 30 回/分
PaO2/FIO2 ≦150

低血圧（sBP≦90mmHg）

医師に付き添いを依頼

腹臥位療法開始

SpO2≦92%に低下

2回目以降15～30分*2

1日1～3セット

5分間監視

指示に従って酸素増量

15分間腹臥位を継続

人工呼吸器装着を検討

腹臥位療法中止

O2≧5L or NHFO2≦4L 

改善しない

はい

はい

はい

はい

改善する

継続可

いいえ

いいえ 担当医師は下記を確認

継続不可

※1 ナースコールを渡して一旦退室可
※2 O2≧5Lの場合は2回目以降も医師の付き添いが必要か担当医に確認
（ただし，医師の確認項目は毎日担当医と共にチェックして挿管のタイミングを遅らせないようにする）

継続可※1


